
沼津の新しいまちづくりが始まっています。「沼津発⇒未来へ」は県と沼津市が共同で進めている鉄道高架事業を含む
沼津駅周辺総合整備事業の進捗状況や最新の情報等についてお知らせする広報紙です。電子書籍版はShizuoka-ebooksで。

今月の一枚第31号 沼津駅周辺総合整備事業だより

平成29年10⽉25⽇ 発⾏:静岡県沼津⼟⽊事務所

裏面もご覧ください

“光長寺の紅葉”

「ぬまづの宝100
選」にも選ばれている
光長寺の紅葉です。

● 沼津の顔となる景観を形成してきました

現在進めている鉄道施設設計
では、御殿場線を景観に配慮し
た構造にする検討もしています。

⼀般的なイメージ

Before（駅南再開発） AfterBefore（北⼝広場） After

After

⾼架後の景観配慮事例

鉄道⾼架事業をはじめとする沼津駅周辺総合整備事業が進むことで、沼津の⽞関⼝となるまちなみ景観は今後
もより美しく変化し続けていきます。

景観に配慮したイメージ

景観にすぐれた⾼架橋の構造は、⼀般的な構造に⽐べて、柱と柱の間の中間
梁が不要で、柱と柱の間の距離も⻑いため、すっきりとした景観となります。

Before（七通線）

プラサヴェルデ周辺

沼津市では、広い歩道の整備や電線の地中化など、良好な都市景観を形成してきました。平成22年には「沼津
市景観計画」を策定して、より良いうるおいのある景観づくりを、市⺠、事業者、⾏政が協⼒して進めています。
この中で、沼津駅周辺地区を景観形成重点地区に指定し、沼津駅周辺総合整備事業の進捗にあわせて、重点的に
良好な景観形成を図っています。

● 今後も、周辺と調和した美しいまちなみづくりを進めていきます

中間梁

間隔が狭い

⾼架前



市では、安全で快適な⾃転⾞通⾏空間を効果的、効率的に整備することを⽬
的に、⾃転⾞ネットワーク路線を選定し、その路線の整備形態を⽰した「沼津
市⾃転⾞ネットワーク計画」の策定を進めています。
現在、「⾃転⾞ネットワーク計画」（案）を作成し、市のホームページで公

表していますので、みなさまのご意⾒をお寄せください。

静岡県沼津土木事務所 都市計画課鉄道高架班

〒410-0055 沼津市高島本町1番3号
TEL：055-920-2222・FAX：055-926-5527 
E-mail：numado-toshikei@pref.shizuoka.lg.jp
URL：http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-830/kouka/

沼津市沼津駅周辺整備部推進課

〒410-8601 沼津市御幸町16番1号
TEL：055-934-4768・FAX：055-934-2310
E-mail：suishin@city.numazu.lg.jp
URL:http://www.city.numazu.shizuoka.jp/shisei/keikaku/station/index.htm

● 鉄道⾼架後のまちづくりについて、専⾨学⽣とグループワークを開催

● まちづくり戦略会議を開催しました

9⽉28⽇(⽊)に⼤原公務員医療観光専⾨学校を訪問し、公務員課の1年⽣を対象に鉄道⾼架後のまちづくり
について、グループワークを開催しました。

グループワークでは、「駅前の利便性を⾼めるため、
病院や保育所が必要」といった意⾒のほか、「もっと
若い世代が住み集うようにするため、スポーツ施設な
どを作ってほしい」など、若者⽬線の意⾒が多数寄せ
られました。
なお、当⽇いただいた意⾒などをキラメッセぬまづ

２階に展⽰していますので、ぜひご覧ください。市で
は、今後もこのような取り組みを重ね、新しいまちづ
くりに皆様の声を反映させていきます。

市では、今後の中⼼市街地のまちづくりを検討する
ため、「まちづくり戦略会議」を設置し、９⽉２９⽇
に初会合を開きました。
この会議は、都市計画の専⾨家ら５⼈の有識者とオ

ブザーバー３⼈で構成されています。
市街化区域内における居住と都市機能を誘導する区

域を⽰す「⽴地適正化計画」と沼津駅周辺総合整備事
業など各種事業と既存ストックの活⽤・連携を図る
「中⼼市街地まちづくり戦略」について議論を進めて
いきます。

様々な視点から中⼼市街地について意⾒交換

必要な都市機能について意⾒を出し合う

● 沼津市の⾃転⾞通⾏空間についてみなさまのご意⾒を募集しています

※詳細は沼津市ホームページをご覧ください
【募集期間】
平成29年10⽉６⽇(⾦)〜 平成29年11⽉6⽇(⽉)

第4次沼津市総合計画における
都市的居住圏のまちづくりイメージ

提供：沼津市観光交流課


